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研究要旨  

全国の休日夜間急患センターの抗菌薬適正使用を進めるためには、各施設内での処方状

況の集計をいかに効率良く、正確に行うことができるかが重要である。AMR 臨床リファ

レンスセンターによる診療所版 J-SIPHE[診療所における抗菌薬適正使用支援システム 

OASCIS]を浜松市の休日夜間急患センターで運用を行いその結果を地域にフィードバッ

クした。また地域医療圏での抗菌薬サーベイランスを継続していくために、抗菌薬処方に

ついての現状を共有することは重要と考える。 

Ａ．研究目的 

休日夜間急患センターは多数の患者が訪れ、

単施設で複数の医師が出務しており、地域の

医師会を中心に出務・運営されていることが

多い。当研究班は急病センターにおける抗菌

薬処方動向調査と教育的な介入は地域全体に

も波及する可能性があると仮説をたて兵庫県

を中心とした活動を全国の複数地域に展開

する準備を進めてきた。診療所版 J-SIPHE

「OASCIS（Online monitoring system for 

antimicrobial stewardship at clinics：診療所

における抗菌薬適正使用支援システム）」を

浜松市の休日夜間センターに導入し継続し

てデータの収集を行った。 

また静岡県医療圏内の外来感染対策向上

加算の施設基準としての感染対策に関する

カンファレンス、加算１施設に対する抗菌

薬の使用状況の報告のためクリニックでの

抗菌薬使用状況について質問調査を行い介

入への課題について検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

浜松市夜間救急室から OASCIS を運用し

て抗菌薬処方データを収集した。2024 年度

も継続してデータ収集を行っている。 

また浜松医療圏で浜松医師会、浜北医師会、

浜名医師会に抗菌薬使用や OASCIS 導入に

ついて google form でアンケートを行い

OASCIS 導入に必要なことや抗菌薬の簡易

的な使用状況の確認を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

浜松市夜間救急室を OASCIS に登録し、

2019 年 7 月から 2024 年 3 月までの UKE
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ファイルを匿名化し OASCIS に登録した。

2023 年度までの集計結果を News Letter と

して作成した。(図 1)2024 年も引き続きデ

ータ収集を行ったため結果についてフィー

ドバックの準備を進めている。 

 浜松市医師会、浜名医師会、浜北医師会に

感染対策向上加算連携施設に対して

OASCIS の加入を呼びかけ 2025 年 1 月時

点で 39 施設が導入している。徐々に加入施

設は増加傾向にある。またレセコンの仕様

状況やメーカーを確認しより効果的な加入

への呼びかけについて検討している。連携

施設の増加に伴い各施設の処方頻度の高い

抗菌薬はペニシリン系が徐々に増加してい

ることが明らかになった。（図 2）引き続き

連携施設の増加に必要なことを考察してい

く。 

 

 

D.考察 

 OASCIS を休日夜間急患センターで実装

した受診患者の全年齢における抗菌薬処方

動向をとらえ、フィードバックを継続して

行っている。徐々に抗菌薬の処方割合は減

少傾向にあるが、まだ広域抗菌薬の処方割

合は多く、抗菌薬適正化のために引き続き

情報共有を行う必要がある。またマイコプ

ラズマの流行に伴うマクロライド使用量の

増加について注意が必要である。 

 OASCIS を医療機関に導入しやすい環境

を整備していくためレセコンの状況やメー

カーについて確認しマニュアル作成を検討

している。引き続き OASCIS の登録を推し

進めるとともに地域連携を軸とした導入の

方法を検討していく。 

 

Ｅ．結論 

  休日夜間救急センターでの抗菌薬処方

内容についてのフィードバックを継続し、

広域抗菌薬の処方動向を引き続きモニタリ

ングを行う。地域の OASCIS 導入に向けて

必要な条件を引き続き調査していく。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  特になし 

Ｇ．研究発表 

 １.  論文発表 

    なし 

 ２． 学会発表 

 Yusuke Isobe, Mikihiro Shimizu, Isao 

Miyairi: Antimicrobial use by age at an 

urgent care center in JAPAN before and 

after the pandemic:2022 March.22nd 

Annual St. Jude/PIDS Pediatric Infectious 

Diseases Research Conference 

磯部 裕介, 清水 幹裕, 宮入 烈.OASCISを

使用した休日夜間救急センターにおける抗

菌薬処方動向報告 第 55 回日本小児感染症

学会総会・学術集会 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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図 1 浜松市夜間救急室の抗菌薬処方割合 
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図 2 浜松市感染対策連携施設の抗菌薬処方調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


